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2024能登半島地震後の
金沢大学の災害支援活動

－こころのケア専門チーム「KEYPAT」の活動－

金沢大学保健管理センター

足立由美

令和6年度学生生活にかかる喫緊の課題に関するセミナー

大学等における防災と学生支援

キーパット
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令和６年能登半島地震の発生からの対応状況 【教育】

・大学Webサイトに特設ページに情報を集約
・学生・留学生用のワンストップ窓口(メール)を開設
◆学修関係
○学生・留学生の安否確認
⚫ C-SIREN（第１報1/1(月)、第2報1/2(火)）発報
→10,544人の安否確認完了（無事10,539人、軽傷5人)
→留学生の安心・安全のため、宿舎での声がけ、災害情報発信

○授業実施方法
⚫ 遠隔授業の実施1/11(木)まで 対面授業の再開1/15(月)～
→遠隔授業やその他個別に対応し、受講できない状況の学生なし

○成績処理日程（卒業・修了関係）
⚫ 成績確定及び成績開示日は当初予定どおり
→支障がある学生の把握 （該当学生なし）

○式典 会場変更（メイン：金沢歌劇座 父母等：金沢東急ホテル）
⚫ 学位記・修了証書授与式3/22（金）、入学宣誓式4/4（木）

○ボランティア活動単位認定授業科目の開設
⚫ 令和6年度:18科目(Q1:8科目/履修者63人 Q2:4科目/履修者54人)

◆入試関係
○共通テスト本試験（1/13(土)・14(日)）

⚫ 余震等の影響もなく無事終了

○共通テスト追試験（1/27(土)・28(日)）

⚫ 余震等の影響もなく無事終了

⚫ 石川県地区：金沢大学角間キャンパス総合教育講義棟で実施

 →受験許可者数35人(被災16、疾病等19)、試験室2室、予備3室

 →試験実施本部付9人、監督者8人、室外連絡員等延べ16人

○一般選抜（前期日程）（2/25(日)・26(月)）

⚫ 余震等の影響もなく無事終了

⚫ 被災受験者に対する出願方法等の柔軟な対応を実施→該当者なし

⚫ 今後の大きな余震発生時の合格者判定特別措置→実施なし

○能登半島地震を検定料免除対象の自然災害に決定

● 令和6年度末までに出願予定のすべての学士、大学院、別科入試対象

◆学生支援関係
○課外活動施設
⚫ ヨット艇庫→使用禁止（詳細調査により「大破（半壊，基礎下の地盤崩
壊）」の認定⇒「改築」の要求）

⚫ 体育館第3体育室（トレーニングルーム）
 →利用制限（天井ひび割れ直下のみ使用不可）→使用可
⚫ その他課外活動施設
 →体育館、サッカー場等屋外施設、大学会館、サークル棟等使用可

○学生相談体制
⚫ KUGSサポートネットワーク（保健管理センターカウンセラーと連携、キャ
リア支援、障がい学生支援等）

⚫ こころのケア専門チームKEYPAT（保健管理センター、附属病院、人間社会
研究域等）

 →大学生、附属学校児童・生徒、家族、教職員への相談対応

○経済的支援
⚫ 本学独自「金沢大学家計急変に関する緊急学生支援金」
⚫ 日本学生支援機構の臨時奨学金等
⚫ 被災によるPC破損者に対するPC貸与
⚫ 学生証再発行料免除
⚫ 被災学生の授業料免除、被災新入学者の入学料・授業料免除
  →徴収猶予、修学支援新制度及び国からの予算措置による減免
⚫ 本学独自「山岡清・由美子能登復興支援基金奨学金」

○学生留学生宿舎
⚫先魁（男：4室、女：7室）北溟（男：15室、女：1室）

※うち2名（北溟，男）入居済み
⚫被災学生への提供、寄宿料等全額免除（原則6か月）
⚫被災新入学者の優先入居、入居開始日繰り上げ、寄宿料等全額免除（当面）

○ボランティア
⚫被災地支援（ボランティア）WG設置
   ボランティア活動希望学生 289人登録(令和６年度新規登録6/6時点)※累計775

人

⚫教育・ひとづくりWG設置
被災中学生・高校生への「学びの支援」活動希望学生 140人登録

  (令和6年度新規登録6/6時点)※累計325

人

令和6年能登半島地震に関する 特設ページ →
https://www.kanazawa-
u.ac.jp/university/corporation/risk_management/not
o-peninsula-earthquake2024
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能登里山里海未来創造センター

7

KEYPAT(Kanazawa Educational Yell 
Psychological Assistance Team)とは？

• 2024年1月1日に発生した能登半島地震によって、
心の不調を抱えることになった金沢大学構成員等を
こころの面から支援する全学的チーム

•メンバーは、公認心理師の資格を持ち、カウンセリ
ング業務を行える金沢大学の教員等

8
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対象：教職員（大学、附属学校園、
附属病院、附属施設）

KEYPAT相談窓口（メール）
KEYPATコアメンバー（保健管理センター）

担当：理事

学校教育以外の公認心理師

産業保健師

産業医

報告書をKEYPATコアメンバーが集約し、アセスメ
ントの上、さらに必要な支援を検討

チームC

医療的コンサルテーションが必要な場合は各事業所
産業医と連携（角間地区、鶴間地区、平和町地区、
兼六園下地区：宝町地区（附属病院））

運営サポート
（学生支援課）

チームD

本学の「学習支援」に対応した
メンタル支援（学外）

担当：コアチーム他

KEYPAT

チームB

対象：附属学校園児童・生徒、
保護者

担当：学校教育学類
学類長、総括長
学校教育の公認心理師
養護教諭
SC

チームA

対象：大学生、大学院生、そ
の他（留学生含む）、家族

担当：保健管理センター学生
相談

英語でのカウンセリング
月、金 13:00- 17:00

9

KEYPATの活動状況（2024年1月～3月）

1月 1日 能登半島地震発生。

1月 5日 学長により関係者の招集。KEYPAT発足。

学生・教職員にメッセージ送信。

1月 9日 最初の相談申し込みあり。対応開始。

1月26日  コアメンバーとチームCの公認心理師1名が、附属小学校を訪問。
カウンセリングを実施するとともに、校長、副校長、養護教諭、
スクールカウンセラーとミーティング。

2月 3日 令和6年能登半島地震調査・支援活動報告会で報告。

2月11日 KEYPATのX(旧Twitter）アカウント公開（@KEYPAT468342）。

2月13日 オンライン講演会「能登半島地震1か月後にできること」を開催。

3月25日 被災の有無を含めた学生健康診断の健康調査を開始。
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KEYPATの相談件数

11（2024.3.31現在）

0

2

4

6

8

10

12

14

16

チームA チームB チームC

3/31までの相談件数

チームA：26件, チームB：56件, チームC：31件

計113件

KEYPAT全体情報共有会まとめ（2024/3/12開催）

• 全体報告：3/9までの相談件数 チームA：22件,チームB：50件,チームC：29件,計
101件。

• チームA：すでに相談に来ている人（治療中の人、悩みがある人）がさらに悪化し
ていることと、3月に入ってから症状をきっかけに申し込みがあるので、KEYPATの
継続的周知が重要。

• チームB：小学校は概ね落ち着いてきている。必要があれば、他の学校園への支援
に移る。小学校教職員の疲弊に対応できたことは良かった。

• チームC：単発の支援になっているが、継続的な支援が必要な人もいる。職場環境
に課題のあった人は、抱え込んでいたものを出せたよい機会になったので、継続
支援を検討する必要あり。

• チームD：情報収集の上、支援の方法と時期を考える。局所的な支援は、支援が無
くなった後を考える必要がある。

• 総括：3月に入ってから症状が出現している人、元から脆弱性のある人の症状悪化
があるため、KEYPATの継続的周知と発信が必要。4月から、授業や業務が忙しくな
るため、今後の支援体制維持の方策を考える必要がある。
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KEYPATの活動状況（2024年4月～6月）

4月18日 学内でWelcome Concert（フルートとピアノ）を実施。

4月21日 能登里山里海未来創造センター第２回報告会で報告。

4月22日 被災の有無を含めた教職員の健康調査を開始。

4月26日 秋篠宮皇嗣妃殿下にKEYPATの活動を説明。

5月16日,23日,28日 スープ試食会を県栄養士会と共催。

5月20日 講演会「被災地で支援する人々の心のケア」を開催。

5月26日 日本学生相談学会第42回大会で、これまでの活動成果を発表。

6月 3日 震度5強の地震発生。学生・教職員にメッセージ送信。

6月 6日 能登食材でつくる料理教室を共催。

6月 7日 集団避難中学生への心理支援の振り返り会に参加。

6月13日 学内でストレスマネジメント・マインドフルネスを実施。

6月18日 学内で留学生への食糧支援とストレスマネジメントを実施。

13
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2024/4/18 ウェルカム・コンサート
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2024/5/16、23、28
「野菜たっぷり簡単朝食スープ
試食会」を実施

金沢大学学生支援プロ
グラム（KUSSP)と
共催企画

石川県栄養士会から
災害支援の申し出を
いただき、物資を配布

15

2024/6/18 留学生への支援プログラム
を開催

ストレス・マネジメントワークショップの様子

食料品支援の様子 6/19 北陸中日新聞朝刊 10面 16
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KEYPATの活動状況（2024年6月末～7月）

6月28日 県立輪島高等学校を訪問し、コンサルタント業務を開始。

7月 4日 県立輪島高等学校を訪問し、生徒の様子を確認。

7月11日 学内でSummer Concert（フルートとピアノ）を実施。

7月18日 珠洲市役所を訪問。職員のメンタルサポートについて協議。

7月19日 県立輪島高等学校を訪問し、夏休み前の生徒の様子を見守り。

7月21日 のと里山里海未来創造シンポジウムに参加し、能登町役場の方と
情報交換。

7月25日 全国大学保健管理協会第62回東海・北陸地方部会研究集会（名古

屋市）でKEYPATのこれまでの支援活動について発表。

7月25日 珠洲市役所Webミーティングに参加。

17

県立輪島高等学校での活動

• 校長、養護教諭、相談課教諭と相談の上、探求授業
（街づくりプロジェクト：街プロ）に参加して、学生
の見守りを開始

県立輪島高等学校
• 7月時点も避難所として機能
• 建物に多数の重大な損傷あり

輪島市内
• 倒壊した7階建ビルディング

朝市通り
• 火災の被害状況が残る

18
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珠洲市役所での支援活動

19

公認心理師として、珠洲市役所
の産業医、看護師、総務課事務
職員と連携

能登エリアにおける最新の運行情報について

20
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KEYPATの活動状況（2024年8月～9月）

8月 6日 珠洲市役所で、職員のカウンセリングを実施。

8月 8日 令和6年能登半島地震 医療支援活動報告会（附属病院）に参加。

8月20日 奥能登支援者ワークショップ（穴水）で話題提供。

8月22日 KEYPAT全体8月Webミーティングを実施。

8月24日 講義で珠洲市能登瓦保存プロジェクトに参加。県立飯田高等学校で
フルートとピアノのコンサート、ストレスマネジメントを実施。

8月29日 珠洲市役所Webミーティングに参加。

8月30日 輪島高校養護教諭に新学期前に情報提供。

9月 3日 JICAによるトルコ青年省招聘者と震災支援に関するWebミーティング
を実施。

9月 6日 日本心理学会第88回大会（熊本市）で2演題を発表。

9月10日 珠洲市役所で職場巡回とコンサルテーションを実施。
21

2024/8/20 奥能登支援者ワークショップに参加（穴水）
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2024/8/24 先端科学・社会共創推進機構の講義に参加・協力

板さんの能登瓦保存プロジェクト 飯田高等学校でのコンサートと
ストレスマネジメント

飯田高等学校のメッセージ

23

2024/9/3 JICAによるトルコ青年省招聘Webミーティングに参加

KEYPATのこころのケアを紹介

24
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KEYPATの活動状況（2024年9月21日～10月）

9月21日 豪雨による水害発生。 23日 学生・教職員にメッセージ送信。

9月25日 珠洲市役所関係者とWebミーティングに参加。

10月 1日 輪島市訪問。輪島高等学校関係者とミーティング、授業に参加。浸水被
害を受けたクリニックを訪問しこころのケアに関してミーティング。

10月 3日 珠洲市役所訪問。コンサルテーションを実施。

10月10日 特別支援学校珠洲分校の教諭、教頭らとミーティング。支援開始。

10月10日 学内でストレスマネジメント（リラクセーション）を実施。

10月14日 金沢大学公開市民講座で「復興に向けたメンタルヘルスケア」講演。

10月16日 全国大学保健管理研究集会（神戸）の震災に関するシンポジウムで講演。
ポスター発表2演題。

10月20日 第67回日本産業衛生学会北陸甲信越地方会総会（於 石川県立音楽堂）の
一般口演で発表。

10月30日 珠洲市役所関係者とWebミーティングに参加。
25

2024/10/1 輪島市訪問

市内は洪水により
大きな被害を受け
ている

26
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2024/10/10 KEYPATプログラム
「ストレスマネジメント（リラクセーション）」

自然科学系図書館G1オープンスタジオ
27

2024/10/14 金沢大学公開市民講座
「復興に向けたメンタルヘルスケア」

しいのき迎賓館

28
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KEYPATの活動状況（2024年11月以降）

11月 1日 珠洲市鵜飼の県立七尾特別支援学校珠洲分校と移転先の県立飯田
高校を訪問し現状を視察。養護教諭、教頭と今後の支援に関して
打合せ。

11月 1日 珠洲市役所を訪問し、総務課保健室の看護師と情報共有。

11月 2日 県立輪島高等学校を訪問。2年生の街プロ中間発表に参加。 

11月 5日 能登の魚でつくる料理教室を開催。教職員参加枠を設定。

11月13日 加賀野菜を使ったお菓子作り教室を開催。教職員参加枠を設定。

11月26日 震度5強の地震発生。学生・教職員にメッセージ送信。アニバーサ
リー反応について情報発信。

11月28日 県立飯田高等学校を訪問し、養護教諭、教頭、SCとミーティング。

11月28日 珠洲市役所を訪問し、コンサルテーションを実施。

29

2024/11/1 珠洲市鵜飼の県立七尾特別支援学校珠洲分校と
移転先の県立飯田高等学校を訪問

県立七尾特別支援学校珠洲分校（珠洲市鵜飼） 県立飯田高等学校（移転先）

30
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2024/11/2 県立輪島高等学校
2年生による街プロ中間発表に参加

会場の輪島市立河合小学校体育館

31

2024/12/12、16 アニバーサリー反応に備えたプログラム

32
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KEYPATの展望

• 地元スタッフや県外から支援に来ている専門職、金沢大学の
他部門との協力をさらに広げ、復興に貢献する。

• 被災地支援の体験、ノウハウ、成功や失敗の経験をパッケー
ジ化して、次の被災地に引継ぐ準備を進める。

33

KEYPAT(Kanazawa Educational Yell Psychological Assistance Team)
能登半島地震・能登半島水害によって、こころの不調を抱えることになった方々を支援する金沢大学の全学的チーム

（公式）です。

公認心理師を中心に構成されています。

ご清聴ありがとうございました。

KEYPAT
Email: KEYPAT-info@ml.kanazawa-u.ac.jp

X account: @KEYPAT468342

33
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